
                 

　

事
後
評
価
に
つ
い
て
は
、
適
切
に
評
価
を
行
う
た
め
、
図

１
の
「
事
業
評
価
の
仕
組
み
」
に
あ
る
と
お
り
、
す
べ
て
の

助
成
事
業
に
つ
い
て
助
成
先
団
体
に
よ
る
自
己
評
価
を
行
っ

た
上
で
、
基
金
事
業
審
査
・
評
価
委
員
会
評
価
部
会
（
以
下

「
評
価
部
会
」
と
い
う
。）
及
び
機
構
事
務
局
に
よ
る
ヒ
ア
リ

ン
グ
評
価
並
び
に
機
構
事
務
局
に
よ
る
書
面
評
価
に
基
づ
く

総
合
評
価
を
重
層
的
に
行
い
、
そ
の
成
果
を
助
成
事
業
の
選

定
や
募
集
要
領
等
の
見
直
し
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
評

価
の
結
果
、
成
果
が
特
に
大
き
く
優
れ
た
事
業
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
報
告
会
や
広
報
誌
等
で

紹
介
し
、
広
く
周
知
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

⑴
自
己
評
価
の
実
施
方
法

　

助
成
先
団
体
に
よ
る
自
己
評
価
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年

度
に
助
成
を
行
っ
た
８
３
４
事
業
の
全
助
成
先
団
体
に
対
し

て
、
機
構
事
務
局
に
お
い
て
、
事
業
手
法
ご
と
に
事
業
の
実

施
状
況
を
確
認
す
る
７
の
評
価
項
目
に
沿
っ
て
、
各
項
目
毎

に
そ
れ
ぞ
れ
３
の
設
問
か
ら
成
る
自
己
評
価
書
を
定
め
提
出

を
依
頼
し
た
。
こ
の
自
己
評
価
書
に
基
づ
き
、
事
業
の
実
施

水
準
に
つ
い
て
、「
極
め
て
高
い
」、「
高
い
」、「
普
通
」、「
不

十
分
」
及
び
「
極
め
て
不
十
分
」
の
５
段
階
の
自
己
評
価
を

依
頼
し
、
全
助
成
事
業
の
９
７
７
手
法
に
つ
い
て
助
成
先
団

体
に
よ
る
自
己
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

助
成
区
分
別
、
基
金
別
、
事
業
手
法
別
の
助
成
状
況
は
、

表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑵
全
体
的
な
傾
向

　

全
体
で
は
、
昨
年
ま
で
と
同
様
、「
手
法
３
（
研
修
会
等

を
開
催
）」
の
事
業
が
最
も
多
く
、
全
事
業
の
34
・
６
％
に

あ
た
る
３
３
８
事
業
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
「
手
法

７
（
サ
ー
ビ
ス
提
供
）」
が
全
事
業
の
18
・
４
％
（
１
８
０

事
業
）、「
手
法
１
（
大
会
等
の
実
施
）」
が
15
・
３
％
（
１

４
９
事
業
）、「
手
法
８
（
備
品
整
備
等
）」
が
10
・
７
％
（
１

０
５
事
業
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

総
合
評
価
に
対
す
る
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
、「
Ａ
（
極

平
成
18
年
度
助
成
事
業
に
関
す
る
事
後
評
価
に
つ
い
て

　

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
で
は
、
長
寿
・
子
育

て
・
障
害
者
基
金
で
助
成
し
た
全
て
の
助
成
事
業
を
対

象
に
本
格
的
な
事
後
評
価
を
実
施
し
て
お
り
、
５
年
目

と
な
る
平
成
19
年
度
に
お
い
て
は
平
成
18
年
度
助
成
事

業
の
事
後
評
価
を
行
い
、
そ
の
評
価
結
果
が
３
月
に
基

金
事
業
審
査
・
評
価
委
員
会
評
価
部
会
に
よ
る
「
平
成

18
年
度
助
成
事
業
に
関
す
る
事
後
評
価
報
告
書
」
と
し

て
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
事
後

評
価
報
告
書
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

図１　事業評価の仕組み

助成事業終了時点での評価

助成事業終了後、1年以上経過した時点での調査

事業の継続状況、波及効果等に関するフォローアップ調査

助成先団体が行う
自己評価

機構事務局が行う
書面評価

評価部会委員及び機構事務局が
行うヒアリング評価

中間評価結果

翌年度助成事業の選定方針への反映

最終評価結果

翌々年度募集要領等の見直しに反映

・評価結果の公表
・特に優れた事業と
認められた事業の
紹介（ホームペー
ジ、広報誌、事業
報告会等）

・調査結果の公表
・成果が大きいと認められ、
普及・発展した事業の紹
介（広報誌等）

平
成
18
年
度
助
成
事
業
に
関
す
る
事
後
評

価
報
告
書
（
概
要
）

助
成
団
体
に
よ
る
自
己
評
価
の
概
要

２

事
後
評
価
の
進
め
方

１
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め
て
高
い
）」
評
価
は
全
体
の
17
・
５
％
、「
Ｂ
（
高
い
）」

評
価
は
61
・
７
％
、「
Ｃ
（
普
通
）」
評
価
は
17
・
４
％
、「
Ｄ

（
不
十
分
）」
評
価
は
３
・
２
％
、「
Ｅ
（
極
め
て
不
十
分
）」

評
価
は
０
・
２
％
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。「
Ｂ
」
評
価
以

上
と
高
い
自
己
評
価
し
た
も
の
は
、
全
体
の
79
・
２
％
と
な

っ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
当
初
の
計
画
ど
お
り
適
切

に
実
施
さ
れ
た
と
言
え
る
。

　

自
己
評
価
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
事
業
完
了
後
に
提
出

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
機
構
と
し
て
助
成
団
体
の
直

近
の
事
業
の
実
施
状
況
を
知
る
こ
と
で
、
今
後
の
助
成
の
あ

り
方
を
考
え
る
上
で
の
情
報
と
し
て
活
用
す
る
と
と
も
に
、

団
体
自
身
が
助
成
事
業
全
体
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

今
後
の
事
業
展
開
や
継
続
の
た
め
の
改
善
に
も
つ
な
げ
て
い

く
と
い
う
意
味
合
い
も
持
っ
て
い
る
。

　

こ
の
自
己
評
価
表
様
式
で
は
、
①
実
施
体
制
、
②
手
法
の

妥
当
性
等
、
③
事
業
計
画
及
び
目
的
の
達
成
度
、
④
団
体
組

織
上
の
効
果
、
⑤
全
国
へ
の
波
及
効
果
、
⑥
費
用
対
効
果
、

⑦
今
後
の
事
業
展
開
の
７
項
目
そ
れ
ぞ
れ
に
、
３
項
目
ず
つ

の
設
問
を
設
け
、
全
部
で
21
項
目
に
つ
き
「
実
施
で
き
た
」、

「
で
き
な
か
っ
た
又
は
不
十
分
だ
っ
た
」
を
自
己
確
認
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ら
21
項
目
と
は
別
に
、「
Ａ
（
極
め
て
高

い
水
準
・
状
態
）」
か
ら
「
Ｅ
（
極
め
て
不
十
分
な
水
準
・

状
態
）」
を
自
己
評
価
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
21
項
目
の
中
で
も
、「
波
及
効
果
」
に
つ
い
て
は
、

比
較
的
低
い
該
当
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
事
業
終
了

直
後
に
お
い
て
実
施
す
る
自
己
評
価
で
は
そ
の
成
果
を
明
確

に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
面
が
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
評
価
や
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
に
お
い
て
一
定
期
間

経
過
後
に
お
け
る
評
価
を
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⑴
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
の
実
施
方
法

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
７
月
か
ら
10

月
ま
で
の
間
に
、
原
則
と
し
て
、
評
価
部
会
の
委
員
１
名
と

機
構
事
務
局
１
名
の
２
名
一
組
で
、
86
事
業
に
つ
い
て
ヒ
ア

リ
ン
グ
評
価
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
機
構
事
務
局
の
み
で
も

15
事
業
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
を
行
い
、
合
計
で
平
成

18
年
度
助
成
事
業
全
体
の
約
12
％
に
当
た
る
１
０
１
事
業
に

つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
を
実
施
し
た
。
対
象
と
し
て
は
、

基
本
的
に
は
昨
年
度
ま
で
と
同
様
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
自

己
評
価
書
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
点
の
認
め
ら
れ
る
事
業
、

重
点
助
成
分
野
（
５
分
野
）
や
新
し
い
活
動
関
連
（
新
し
い

発
想
に
基
づ
く
従
来
の
枠
を
超
え
た
活
動
）
と
し
て
位
置
づ

け
、
優
先
的
に
採
択
さ
れ
た
助
成
事
業
な
ど
を
中
心
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
事
業
の
助
成
区
分
別
、
基
金
別
、
手
法
別
の

内
訳
は
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
助
成
区
分
別
で
は
、「
一

般
分
」
37
事
業
、「
特
別
分
」
28
事
業
、「
地
方
分
」
36
事
業

で
あ
り
、
基
金
別
で
は
、「
長
寿
社
会
福
祉
基
金
」
16
事
業
、

「
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
基
金
」35
事
業
、「
子
育
て
支
援
基
金
」

40
事
業
、「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
支
援
基
金
」10
事
業
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
昨
年
度
実
施

分
よ
り
、
自
己
評
価
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
の
結
果
を
容
易
に

比
較
で
き
る
よ
う
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
表
の
様
式
の
全
面
改

正
を
行
っ
た
上
で
実
施
し
た
。

　

評
価
項
目
は
、
自
己
評
価
書
と
同
様
、
①
実
施
者
の
適
性
、

②
手
法
の
妥
当
性
等
、
③
事
業
計
画
及
び
目
的
の
達
成
度
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
の
概
要

３

　　　　助成区分別、基金別、事業手法別の助成状況 （単位：件数）

一 般 分 特 別 分 地 方 分 全    体
長
寿
社
会
福
祉
基
金

高
齢
者
・
障
害
者
福
祉

基
金

子
育
て
支
援
基
金

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
支
援

基
金

計

割
合
（
％
）

長
寿
社
会
福
祉
基
金

高
齢
者
・
障
害
者
福
祉

基
金

子
育
て
支
援
基
金

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
支
援

基
金

計

割
合
（
％
）

高
齢
者
・
障
害
者
福
祉

基
金

子
育
て
支
援
基
金

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
支
援

基
金

計

割
合
（
％
）

長
寿
社
会
福
祉
基
金

高
齢
者
・
障
害
者
福
祉

基
金

子
育
て
支
援
基
金

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
支
援

基
金

合
計

割
合
（
％
）

手法1（大会等の実施） 5 1 11 19 36 21.2 0 0 7 2 9 9.4 23 57 24 104 14.6 5 24 75 45 149 15.3

手法2（大会参加） 0 0 0 3 3 1.8 0 0 0 1 1 1.0 0 1 3 4 0.6 0 0 1 7 8 0.8

手法3（研修会等開催） 14 11 14 11 50 29.4 11 7 13 5 36 37.5 97 126 29 252 35.4 25 115 153 45 338 34.6

手法4（マニュアル作成） 4 5 13 1 23 13.5 3 11 7 0 21 21.9 20 7 3 30 4.2 7 36 27 4 74 7.6

手法5（情報提供） 5 3 11 0 19 11.2 0 3 2 1 6 6.3 18 30 1 49 6.9 5 24 43 2 74 7.6

手法6（調査・研究） 18 7 12 2 39 22.9 5 2 0 3 10 10.4 23 9 12 5 49 5.0

手法7（サービス提供） 1 1 11 0 13 13.5 67 97 3 167 23.5 1 68 108 3 180 18.4

手法8（備品整備等） 84 16 5 105 14.8 0 84 16 5 105 10.7

手法別事業数 46 27 61 36 170 100.0 20 24 40 12 96 100.0 309 334 68 711 100.0 66 360 435 116 977 100.0

18年度助成事業数 42 27 53 34 156 18.7 15 21 34 9 79 9.5 267 272 60 599 71.8 57 315 359 103 834 100.0

注） １つの事業について複数の手法で自己評価書を作成している場合があるので、手法別事業数と助成事業数は一致しない。

基金

手法

表１
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④
組
織
上
の
効
果
、
⑤
全
国
へ
の
波
及
効
果
、
⑥
費
用
対
効

果
、
⑦
今
後
の
事
業
展
開
、
の
７
の
評
価
項
目
に
整
理
し
た
。

　

さ
ら
に
、
上
記
７
の
評
価
項
目
毎
に
、
そ
れ
ぞ
れ
３
の
判

断
基
準
か
ら
成
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
表
を
定
め
、
計
21
の
判

断
基
準
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
「
標
準
的
又
は
一
般
的
に
望
ま

れ
る
程
度
以
上
の
状
態
と
判
断
さ
れ
る
場
合
」
に
チ
ェ
ッ
ク

を
付
す
方
式
と
し
、
併
せ
て
「
Ａ
」
か
ら
「
Ｅ
」
の
５
段
階

の
総
合
評
価
と
総
合
所
見
を
記
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

総
合
評
価
に
お
い
て
は
、
事
業
全
体
に
つ
い
て
、
評
価
者

は
、
Ａ
の
「
全
般
的
に
極
め
て
高
く
評
価
で
き
る
水
準
・
状

態
に
あ
る
」
か
ら
、
Ｂ
の
「
高
く
評
価
で
き
る
水
準
・
状
態

に
あ
る
」、
Ｃ
の
「
普
通
の
水
準
・
状
態
に
あ
る
」、
Ｄ
の
「
一

部
不
十
分
な
水
準
・
状
態
に
あ
る
」、
Ｅ
の
「
全
般
的
に
極

め
て
不
十
分
な
水
準
・
状
態
に
あ
る
」
ま
で
の
５
段
階
の
評

価
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
事
業
の
評
価
で
き
る
点
、
推
進

す
べ
き
点
、
疑
問
点
、
改
善
が
求
め
ら
れ
る
点
や
、
自
己
評

価
書
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
な
ど
、
当
該
事
業
に
関
す
る
所

見
を
記
述
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

⑵
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
結
果
の
概
要

ア
．
全
体
的
な
傾
向

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
事
業
の
総
合
評
価
に
つ
い
て
、Ａ
の「
極

め
て
高
い
」
か
ら
Ｅ
の
「
極
め
て
不
十
分
」
ま
で
の
５
段
階

評
価
を
助
成
区
分
別
、
基
金
別
、
テ
ー
マ
別
に
分
類
し
、
そ

の
分
布
を
示
し
た
も
の
が
表
３
で
あ
る
。

　

全
体
と
し
て
は
、
Ｂ
の
「
高
く
評
価
」
が
全
体
の
44
・
６

％
を
占
め
最
も
多
く
、
次
い
で
Ａ
「
極
め
て
高
く
評
価
」
の

26
・
７
％
、
Ｃ
「
普
通
の
水
準
」
の
21
・
８
％
と
続
き
、
ほ

と
ん
ど
の
事
業
が
総
合
評
価
で
第
３
段
階
で
あ
る
Ｃ
の
「
普

通
の
水
準
」
以
上
の
評
価
を
得
て
お
り
、
ほ
ぼ
当
初
の
計
画

ど
お
り
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

助
成
区
分
別
に
見
る
と
、「
一
般
分
」、「
特
別
分
」、「
地

方
分
」と
も
、Ｂ
評
価
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
地

方
分
」
に
つ
い
て
は
、Ａ
評
価
が
Ｂ
評
価
と
同
程
度
に
多
い
。

ま
た
、
今
年
度
は
Ｅ
評
価
の
事
業
は
な
か
っ
た
。

　

基
金
区
分
別
に
見
る
と
、「
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
基
金
」

及
び
「
子
育
て
支
援
基
金
」
は
Ｂ
評
価
が
最
も
多
く
、
次
い

で
Ａ
評
価
と
な
っ
て
お
り
、
比
較
的
高
い
評
価
と
な
っ
て
い

る
。「
長
寿
社
会
福
祉
基
金
」
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
評
価
が
最

も
多
く
、
５
割
以
上
を
Ｃ
評
価
が
占
め
て
い
る
。

イ
．
助
成
事
業
に
関
す
る
評
価

①
「
一
般
分
」
助
成
に
つ
い
て

　

全
体
的
に
、
事
業
の
狙
い
や
テ
ー
マ
設
定
に
つ
い
て
は
、

社
会
の
要
請
に
応
え
た
適
切
な
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
て
お

り
、
特
に
平
成
18
年
度
に
つ
い
て
は
、
改
正
介
護
保
険
法
、

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
時
期
に
当
た
る
な
ど
し
た
た

め
、
こ
う
し
た
関
連
分
野
の
事
業
に
取
り
組
む
な
ど
時
宜
に

か
な
っ
た
も
の
も
多
く
、
全
国
団
体
と
し
て
の
組
織
力
や
実

行
力
を
活
か
し
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。

　

個
別
の
事
業
の
評
価
と
し
て
は
、
や
は
り
改
正
介
護
保
険

法
の
関
係
で
介
護
予
防
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
今
後

に
つ
い
て
示
唆
す
る
も
の
、
対
象
、
テ
ー
マ
性
い
ず
れ
に
お

い
て
も
機
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
政
策
的
対
応
の
基

盤
と
な
り
え
る
と
評
価
さ
れ
た
も
の
、
団
体
の
持
つ
専
門
性

を
活
用
し
、極
め
て
実
際
的
な
情
報
提
供
が
な
さ
れ
て
お
り
、

水
準
の
高
い
報
告
の
な
さ
れ
た
も
の
等
、
全
国
団
体
に
求
め

ら
れ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

調
査
研
究
事
業
に
お
い
て
は
、「
全
国
に
例
を
み
な
い
こ

　　　　ヒアリング評価実施事業の内訳（助成区分別、基金別、事業手法別） （単位：件数）

基金

手法

一　般　分 特　別　分 地　方　分 全　　　体
長
寿
社
会

福
祉
基
金

高
齢
者
・

障
害
者
福

祉
基
金

子
育
て
支

援
基
金

障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
支

援
基
金 計

長
寿
社
会

福
祉
基
金

高
齢
者
・

障
害
者
福

祉
基
金

子
育
て
支

援
基
金

障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
支

援
基
金 計

高
齢
者
・

障
害
者
福

祉
基
金

子
育
て
支

援
基
金

障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
支

援
基
金 計

長
寿
社
会

福
祉
基
金

高
齢
者
・

障
害
者
福

祉
基
金

子
育
て
支

援
基
金

障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
支

援
基
金

合
計

割
合（
％
）

手法1（大会等実施） － 1 2 3 6 － － 1 － 1 3 － － 3 0 4 3 3 10 9.9

手法2（大会参加） － － － － 0 － － － － 0 － － － 0 0 0 0 0 0 0.0

手法3（研修会等開催） 2 2 1 2 7 4 4 5 1 14 8 6 1 15 6 14 12 4 36 35.7

手法4（マニュアル作成） 1 1 4 － 6 1 3 1 － 5 － － 1 1 2 4 5 1 12 11.9

手法5（情報提供） 1 3 － － 4 － － － － 0 － 3 － 3 1 3 3 0 7 6.9

手法6（調査・研究） 5 3 5 1 14 2 2 － 1 5 7 5 5 2 19 18.8

手法7（サービス提供） － － 3 － 3 4 9 － 13 0 4 12 0 16 15.8

手法8（設備・備品整備） 1 － － 1 0 1 0 0 1 1.0

ヒアリング事業数（a） 9 10 12 6 37 7 9 10 2 28 16 18 2 36 16 35 40 10 101 100.0

平成18年度助成事業数（b） 42 27 53 34 156 15 21 34 9 79 267 272 60 599 57 315 359 103 834 －

ヒアリング率（a/b） 21.4 37.0 22.6 17.6 23.7 46.7 42.9 29.4 22.2 35.4 6.0 6.6 3.3 6.0 28.1 11.1 11.1 9.7 12.1 －

昨年度ヒアリング事業数（c） 9 11 16 6 42 8 8 11 3 30 15 15 4 34 17 34 42 13 106 100.0

平成17年度助成事業数（d） 39 23 50 29 141 17 16 24 7 64 241 266 56 563 56 280 340 92 768 －

昨年度ヒアリング率（c/d） 23.1 47.8 32.0 20.7 29.8 47.1 50.0 45.8 42.9 46.9 6.2 5.6 7.1 6.0 30.4 12.1 12.4 14.1 13.8 －

注）1. 1つの事業について複数の手法で事業を実施しているケースについては、便宜上、核となると思われる手法で計上している。
　　2. ヒアリング事業数には、事務局がヒアリングした15事業（一般分２事業・特別分２事業・地方分11事業）が含まれている。

平成18年度助成事業に関する事後評価について

表２
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の
団
体
の
こ
れ
ま
で
の
実
践
を
踏
ま
え
た
貴
重
な
調

査
研
究
と
い
え
る
。
特
に
、
調
査
対
象
で
あ
る
母
子
と

調
査
員
と
の
新
し
い
関
係
が
切
り
開
か
れ
た
と
い
う

意
味
で
、
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
的
な
成
果
は
大
き
い

と
い
え
る
。」、「
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
後
の
様
々

な
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
支
援
の
た
め
の
情
報
と
し
て
行
政
も
活
用
で
き

る
部
分
が
多
い
。
課
題
発
見
的
な
事
業
で
あ
る
。」
な

ど
の
評
価
が
あ
っ
た
。
一
方
で
「
調
査
対
象
者
の
と
り

方
に
基
準
が
な
く
、
十
分
な
考
慮
が
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
経
費
の
わ
り
に
効
果
的
な
デ
ー
タ
収
集

が
で
き
て
お
ら
ず
、
そ
の
分
析
を
い
く
ら
精
緻
に
行
っ

て
も
説
得
力
の
あ
る
成
果
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。」
と

指
摘
さ
れ
た
事
業
も
あ
る
。

　

全
体
的
に
は
、
社
会
の
要
請
に
応
え
た
適
切
な
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
全
国
団
体
と
し
て
の
専
門
性
や
組
織
力

を
活
か
し
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
評
価

さ
れ
て
い
る
が
、
個
別
の
事
業
と
し
て
は
、
更
な
る
工

夫
や
見
直
し
を
行
い
、
事
業
の
質
的
な
向
上
を
一
層
図

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

②
「
特
別
分
」
助
成
に
つ
い
て

　
「
特
別
分
」
に
つ
い
て
も
、
全
体
と
し
て
、
多
く
の

事
業
が
、
着
実
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
、
普
遍
性
が
期

待
で
き
る
、
社
会
的
要
請
に
合
致
し
て
い
る
と
評
価
さ

れ
て
い
る
。

　

個
別
の
事
業
の
評
価
と
し
て
は
、「
盲
ろ
う
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
会
の
増
大
に
貢
献
す
る
可
能

性
が
大
き
く
、
特
別
分
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
と
い
え

る
。」、「
地
域
の
各
サ
ー
ビ
ス
組
織
の
職
員
、
自
治
体

を
巻
き
込
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
で
の
次
な
る
実
践
に

つ
な
が
っ
て
き
て
い
る
。」、「
障
害
者
の
就
労
に
必
要
な
知

識
を
、
福
祉
関
係
者
か
ら
で
は
な
く
、
一
般
企
業
な
ど
か
ら

学
ぶ
と
い
う
試
み
は
新
た
な
着
眼
点
で
あ
る
。」
等
、
高
く

評
価
さ
れ
た
事
業
が
あ
る
。

　

そ
の
一
方
、「
団
体
の
利
益
確
保
が
前
面
に
出
て
お
り
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
利
益
に
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
の
か
が
不

十
分
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。」、「
も
っ
と
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
を
意
識
し
た
事
業
で
あ
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。」、「
や
や

専
門
的
に
偏
り
す
ぎ
て
い
た
点
を
、
今
後
は
も
う
少
し
誰
に

で
も
理
解
で
き
る
よ
う
な
内
容
に
す
る
こ
と
で
参
加
者
も
増

え
、
活
動
の
間
口
も
広
が
る
と
思
わ
れ
る
。」
等
と
指
摘
さ

れ
た
も
の
、
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
に
お
い
て
は
、
発

想
と
意
欲
は
高
く
評
価
さ
れ
た
が
、
他
団
体
や
行
政
、
そ
の

他
の
専
門
職
と
の
連
携
不
足
を
指
摘
さ
れ
た
事
業
も
あ
っ
た
。

③
「
地
方
分
」
助
成
に
つ
い
て

　
「
地
方
分
」
に
つ
い
て
も
、
全
体
的
に
、
地
域
に
根
付
か

せ
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
事
業
で
あ
る
、
民
間
団
体
な
ら
で

は
の
発
想
で
あ
る
、
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
を
見
据
え
、

時
宜
を
得
た
事
業
で
あ
る
な
ど
と
評
価
さ
れ
て
い
る
事
業
が

多
い
。

　

個
別
の
事
業
の
評
価
と
し
て
は
、「
今
回
の
助
成
事
業
を

通
じ
て
地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
作
ろ
う
と
し
た
点
、
ま

た
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
そ
れ
が
実
現
で
き
て
き
た
点
は
評

価
で
き
る
。
今
後
の
継
続
に
も
強
い
意
志
を
持
っ
て
お
り
、

期
待
し
た
い
。」、「
障
害
者
自
立
支
援
法
制
定
と
実
施
と
い

う
時
期
を
見
据
え
た
事
業
で
あ
り
、
ね
ら
い
と
し
て
高
く
評

価
で
き
る
。」
等
と
評
価
さ
れ
て
い
る
事
業
が
多
い
。

　

そ
の
一
方
、「
地
方
分
」
の
団
体
に
あ
り
が
ち
な
事
務
局

　　　　ヒアリング評価の結果（助成区分別、基金別、テーマ別）　 （単位：件数）

基金

区分

総
合
評
価

長寿社会福祉基金 高齢者・障害者福祉基金 子育て支援基金 障害者スポーツ支援基金

合
計

割
合
（
％
）

テーマ① テーマ② テーマ③ テーマ④

計

テーマ① テーマ② テーマ③ テーマ④

計

テーマ① テーマ② テーマ③ テーマ④ テーマ⑤

計

テーマ① テーマ② テーマ③ テーマ④

計

在
宅
福
祉
事
業
等
に
従
事

す
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の
養

成
・
研
修
に
関
す
る
こ
と

高
齢
者
・
障
害
者
の
日
常

生
活
環
境
の
向
上
に
対
す

る
支
援
に
関
す
る
こ
と

認
知
症
高
齢
者
及
び
在
宅
で

介
護
に
あ
た
っ
て
い
る
家
族

へ
の
支
援
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他
高
齢
者
・
障
害
者

の
在
宅
福
祉
事
業
等
の
支

援
に
関
す
る
こ
と

地
域
の
福
祉
・
介
護
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に

関
す
る
こ
と

緊
急
に
充
実
を
図
る
必
要
の

あ
る
高
齢
者
、
障
害
者
在
宅

福
祉
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

高
齢
者
、
障
害
者
の
社
会

参
加
の
促
進
に
関
す
る
こ

と 民
間
非
営
利
活
動
団
体
等

に
よ
る
地
域
の
福
祉
・
介

護
活
動
に
関
す
る
こ
と

地
域
や
家
庭
に
お
け
る
子

育
て
支
援
事
業
に
関
す
る

こ
と

青
少
年
の
非
行
防
止
・
健

全
育
成
事
業
に
関
す
る
こ

と 非
行
等
児
童
や
家
庭
問
題
を

巡
る
諸
課
題
等
に
関
す
る
調

査
研
究
に
関
す
る
こ
と

子
育
て
や
非
行
児
童
等
に

関
す
る
広
報
啓
発
活
動
に

関
す
る
こ
と

小
・
中
学
生
、
高
校
生
や
小
・
中

学
生
、
高
校
生
の
い
る
家
庭
に
対

す
る
支
援
事
業
に
関
す
る
こ
と

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
育

成
・
強
化
事
業
に
関
す
る

こ
と

障
害
者
の
競
技
ス
ポ
ー
ツ
に

係
る
競
技
用
具
の
研
究
開

発
・
改
良
等
に
関
す
る
こ
と

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す

る
意
識
高
揚
に
関
す
る
こ

と 地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
障
害
者
の
社
会
参
加

の
推
進
に
関
す
る
こ
と

一般分

A 0 1 1 1 1 2 1 1 2 5 13.5
B 1 1 1 3 1 1 4 6 3 2 3 8 1 1 18 48.7
C 2 3 5 2 1 3 1 1 3 3 12 32.4
D 1 1 0 1 1 0 2 5.4
E 0 0 0 0 0 0.0
計 1 2 5 1 9 1 1 7 1 10 6 2 0 0 4 12 5 0 1 0 6 37 100.0

特別分

A 1 1 3 3 2 2 4 0 8 28.6
B 1 1 1 1 2 4 2 1 1 1 5 1 1 2 12 42.9
C 4 4 2 2 0 0 6 21.4
D 1 1 0 1 1 0 2 7.1
E 0 0 0 0 0 0.0
計 1 0 6 0 7 1 1 7 0 9 4 1 0 1 4 10 0 1 0 1 2 28 100.0

地方分

A － － － － － 1 3 4 6 － 2 8 － 2 2 14 38.9
B － － － － － 1 5 1 7 7 1 － 8 － 0 15 41.7
C － － － － － 1 2 3 1 － 1 － 0 4 11.1
D － － － － － 2 2 1 － 1 － 0 3 8.3
E － － － － － 0 － 0 － 0 0 0.0
計 － － － － － 1 2 12 1 16 15 1 － 0 2 18 0 － 0 2 2 36 100.0

合　計

A 1 0 0 0 1 0 1 7 0 8 9 0 0 0 5 14 1 0 1 2 4 27 26.7
B 1 0 2 1 4 3 2 11 1 17 12 4 0 1 4 21 1 1 0 1 3 45 44.6
C 0 2 7 0 9 0 1 6 1 8 2 0 0 0 0 2 3 0 0 0 3 22 21.8
D 0 0 2 0 2 0 0 2 0 2 2 0 0 0 1 3 0 0 0 0 0 7 6.9
E 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

計 2 2 11 1 16 3 4 26 2 35 25 4 0 1 10 40 5 1 1 3 10 101 100.0

注）1．１つの事業について複数の手法で事業を実施しているものがあるため、便宜上核となる手法で集計している。　2．上表の件数には、事務局がヒアリングした15事業が含まれている。

評価　A…極めて高く評価できる水準・状態　B…高く評価できる水準・状態
C…普通の水準・状態　　D…不十分な水準・状態
E…極めて不十分な水準・状態表３
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体
制
の
確
立
や
組
織
的
活
動
の
必
要
性
、
活
動
の
Ｐ
Ｒ
不
足

を
指
摘
さ
れ
た
も
の
も
多
い
。

⑴
書
面
評
価
の
実
施
方
法

　

書
面
評
価
は
、
平
成
18
年
度
の
全
助
成
事
業
８
３
４
事
業

に
つ
い
て
、
助
成
団
体
に
よ
る
自
己
評
価
書
、
助
成
金
交
付

申
請
書
及
び
助
成
事
業
完
了
報
告
書
並
び
に
事
業
の
成
果
物

（
事
業
報
告
書
そ
の
他
の
著
作
物
等
）
に
基
づ
き
、
機
構
事

務
局
が
評
価
を
行
っ
た
。

　

昨
年
度
の
書
面
評
価
表
の
見
直
し
に
よ
り
、
自
己
評
価
書

及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
表
の
様
式
に
整
合
性
を
持
た
せ
な
が

ら
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
評
価
の
実
施
を
図
る
た
め
、
①

事
業
計
画
及
び
目
的
の
達
成
度
、
②
費
用
対
効
果
及
び
③
今

後
の
事
業
展
開
と
い
う
３
の
評
価
項
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
３
の
評
価
基
準
を
設
け
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
５
段
階

の
総
合
評
価
を
行
い
、
総
合
所
見
を
記
載
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
昨
年
度
ま
で
と
同
様
、
今
後
の
募
集
要
領
の

改
正
等
に
当
た
っ
て
の
検
討
材
料
と
す
る
た
め
、
全
助
成
事

業
を
対
象
に
、
助
成
金
以
外
の
収
入
の
総
事
業
費
に
占
め
る

割
合
及
び
助
成
金
以
外
の
収
入
の
内
訳
を
調
査
す
る
と
と
も

に
、「
一
般
分
」
及
び
「
特
別
分
」
の
助
成
事
業
に
あ
っ
て

は
、
委
託
費
の
有
無
及
び
総
事
業
費
に
占
め
る
委
託
費
の
割

合
に
つ
い
て
、
ま
た
、「
地
方
分
」
の
助
成
事
業
に
あ
っ
て

は
、
備
品
購
入
費
及
び
施
設
整
備
費
（
以
下
「
備
品
購
入
費

等
」
と
い
う
。）
の
額
、
備
品
購
入
費
等
が
総
事
業
費
に
占

め
る
割
合
及
び
購
入
し
た
備
品
の
種
類
（
車
両
、
パ
ソ
コ
ン

等
）
に
つ
い
て
、
事
業
ご
と
に
調
査
、
集
計
を
行
っ
た
。

⑵
書
面
評
価
結
果
の
概
要

ア
．
全
体
的
な
傾
向

　

書
面
評
価
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
の
全
助
成
事

業
８
３
４
事
業
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
を
実
施
し
た
１
０
１

事
業
を
除
い
た
７
３
３
事
業
に
つ
い
て
、
評
価
を
行
っ
た
。

書
面
評
価
に
お
け
る
評
価
項
目
は
、
自
己
評
価
書
様
式
及
び

ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
表
様
式
と
の
整
合
を
図
り
つ
つ
、
①
事
業

計
画
及
び
目
的
の
達
成
度
、
②
費
用
対
効
果
、
③
今
後
の
事

業
展
開
の
３
の
項
目
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
当
該
評
価
項
目
毎
に
、
そ
れ
ぞ
れ
３
の
判
断
基
準

か
ら
成
る
書
面
評
価
表
を
定
め
、
計
９
の
判
断
基
準
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
「
標
準
的
又
は
一
般
的
に
望
ま
れ
る
程
度
以
上

の
状
態
と
判
断
さ
れ
る
場
合
」
に
チ
ェ
ッ
ク
を
付
す
方
式
と

し
、
併
せ
て
５
段
階
の
総
合
評
価
と
総
合
所
見
を
記
載
す
る

こ
と
と
し
た
。
書
面
評
価
に
お
け
る
総
合
評
価
は
、
自
己
評

価
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
と
同
様
、
評
価
者
は
事
業
全
体
に
つ

い
て
、
Ａ
の
「
全
般
的
に
極
め
て
高
く
評
価
で
き
る
水
準
・

状
態
に
あ
る
」
か
ら
、
Ｂ
の
「
高
く
評
価
で
き
る
水
準
・
状

態
に
あ
る
」、
Ｃ
の
「
普
通
の
水
準
・
状
態
に
あ
る
」、
Ｄ
の

「
不
十
分
な
水
準
・
状
態
に
あ
る
」、
Ｅ
の
「
全
般
的
に
極
め

て
不
十
分
な
水
準
・
状
態
に
あ
る
」
ま
で
の
５
段
階
の
評
価

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

図
２

－

１
は
、
助
成
区
分
毎
に
、
件
数
に
占
め
る
Ａ
か
ら

Ｅ
ま
で
の
割
合
の
比
較
を
グ
ラ
フ
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
一
般
分
」
及
び
「
地
方
分
」
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
主
体
の
評

価
で
あ
る
も
の
の
、「
特
別
分
」
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
評
価
と

Ｃ
評
価
が
中
心
で
、
事
業
も
同
数
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
的

に
見
れ
ば
「
一
般
分
」
及
び
「
地
方
分
」
に
比
べ
、「
特
別
分
」

が
高
い
評
価
で
あ
る
。

　

図
２

－

２
は
、
基
金
区
分
毎
の
状
況
で
あ
り
、
全
基
金
と

も
C
評
価
が
最
も
多
く
、
次
い
で
Ｂ
評
価
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
傾
向
も
、
昨
年
度
同
様
で
あ
る
。

イ
．
助
成
事
業
に
関
す
る
評
価

①
「
一
般
分
」
助
成
に
つ
い
て

　
「
一
般
分
」
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
、
ほ
ぼ

当
初
の
計
画
ど
お
り
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。 

　

研
修
会
等
の
開
催
事
業
に
あ
っ
て
は
、
認
知
症
対
策
の
推

進
や
Ｄ
Ｖ
被
害
支
援
者
養
成
等
、
時
宜
に
適
っ
た
テ
ー
マ
で

行
わ
れ
て
い
る
も
の
、
更
な
る
事
業
展
開
が
望
ま
れ
る
も
の
、

啓
発
資
料
と
し
て
理
解
し
や
す
く
有
効
な
事
例
集
を
作
成
し

て
い
る
も
の
、
団
体
の
専
門
性
を
活
か
し
た
質
の
高
い
成
果

物
を
作
成
し
、
研
修
・
普
及
に
努
め
て
い
る
も
の
、
社
会
的

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
の
う
え
啓

発
の
た
め
の
研
修
会
を
行
う
な
ど
、
効
果
的
に
事
業
を
組
み

合
わ
せ
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
事
業
が
見
ら

れ
て
い
る
。
な
お
、
調
整
や
広
報
不
十
分
の
た
め
、
予
定
を

下
回
る
参
加
人
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
事
業
も
散
見
さ
れ
た
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
作
成
事
業
で
は
、
改
正
介
護
保
険
法
に
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相

談
・
権
利
擁
護
の
実
態
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
、
対
象
関
係
者
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
事
業
や
、
そ
の
他
、
詳
細
な
実
態
調
査
の
結
果
を

わ
か
り
や
す
い
活
動
事
例
集
と
し
て
ま
と
め
る
と
と
も
に
、

今
後
の
あ
り
方
に
対
す
る
提
言
等
を
行
う
な
ど
、
成
果
の
検

証
と
普
及
に
努
め
て
い
る
事
業
が
見
ら
れ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
調
査
研
究
事
業
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
作
成
事

業
を
中
心
に
、成
果
物
の
配
布
先
が
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
、

事
業
内
容
や
成
果
物
を
自
団
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
な
い
も
の
、
全
国
へ
の
普
及
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
成

書
面
評
価
の
概
要

４

平成18年度助成事業に関する事後評価について
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果
物
の
作
成
部
数
が
少
な
い
も
の
な
ど
、
広
く
成
果
の
普
及

を
図
る
意
図
が
不
十
分
な
も
の
や
、
成
果
物
が
講
演
録
を
掲

載
し
た
だ
け
の
も
の
、
あ
る
い
は
調
査
結
果
の
集
計
の
み
で

調
査
の
ま
と
め
や
分
析
が
不
十
分
な
も
の
な
ど
、「
一
般
分
」

に
期
待
さ
れ
る
問
題
提
起
や
政
策
提
言
に
ま
で
踏
み
込
ん
で

い
な
い
も
の
が
見
受
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
委
員
数
と
委

員
会
開
催
回
数
が
多
く
、
謝
金
と
旅
費
が
費
用
の
多
く
を
占

め
て
い
る
も
の
、
貴
重
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
も
委
員
会
が

十
分
な
機
能
を
果
た
せ
ず
単
な
る
デ
ー
タ
の
集
計
に
留
ま
っ

て
い
る
も
の
、
経
費
の
大
半
が
委
託
費
、
印
刷
製
本
費
及
び

通
信
運
搬
費
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
た
。
加
え

て
、
成
果
物
の
配
布
に
留
ま
り
、
そ
の
後
の
評
価
を
確
認
し

て
い
な
い
事
業
が
散
見
さ
れ
て
い
る
。

②
「
特
別
分
」
助
成
に
つ
い
て

　

前
年
度
同
様
、
８
割
以
上
の
事
業
で
、
ほ
ぼ
当
初
の
計
画

ど
お
り
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成
事
業
に
あ
っ
て
は
、今
後
の
活
用
・

啓
発
・
普
及
に
期
待
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
と
評
価
で

き
る
も
の
が
比
較
的
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
情
報
提

供
事
業
で
は
、
事
業
客
対
数
は
少
な
か
っ
た
が
、
概
ね
一
定

の
水
準
以
上
に
あ
っ
た
。

　

一
方
で
、
研
修
会
等
の
開
催
事
業
に
あ
っ
て
は
、
先
駆
的

な
取
組
み
で
あ
る
も
の
や
、
一
定
の
水
準
以
上
に
あ
る
も
の

も
見
ら
れ
る
が
、
狙
い
と
し
た
参
加
者
が
少
な
く
、
効
果
が

十
分
に
見
ら
れ
な
い
も
の
、
計
画
を
下
回
る
参
加
者
し
か
得

ら
れ
ず
広
報
不
足
の
も
の
な
ど
、
計
画
ど
お
り
事
業
が
実
施

で
き
な
か
っ
た
事
例
も
見
受
け
ら
れ
た
。

③
「
地
方
分
」
助
成
に
つ
い
て

　
「
地
方
分
」
に
つ
い
て
も
、
８
割
以
上
の
事
業
が
、
ほ
ぼ

当
初
の
計
画
ど
お
り
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

研
修
会
等
開
催
事
業
に
つ
い
て
も
、
計
画
ど
お
り
あ
る
い

は
そ
れ
以
上
の
参
加
者
を
得
て
研
修
会
等
が
開
催
さ
れ
、
効

果
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
事
業
が
多
い
。
少
額
な
助
成
金
で

あ
り
な
が
ら
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
数
多
く
実
施
し
て
い
る
も

の
な
ど
、
地
道
な
活
動
な
が
ら
も
、
き
め
細
か
な
事
業
を
行

い
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
事
業
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
社

協
や
行
政
、
地
域
の
各
種
団
体
の
協
力
を
得
て
事
業
を
実
施

し
、
効
果
を
上
げ
て
い
る
事
業
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

一
方
、
広
報
不
足
等
で
開
催
回
数
が
、
あ
る
い
は
参
加
予

定
者
数
を
大
幅
に
下
回
っ
た
り
、
テ
ー
マ
や
趣
旨
が
曖
昧
な

た
め
参
加
者
が
計
画
ど
お
り
集
ま
ら
ず
助
成
金
の
返
還
と
な

っ
た
も
の
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
の
た
め
一
部
事
業
が
実

施
で
き
な
か
っ
た
も
の
、
計
画
し
て
い
た
テ
キ
ス
ト
や
マ
ニ

ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
事
業
な
ど
も
見
受
け
ら
れ
た
。

⑴
平
成
18
年
度
助
成
事
業
の
総
合
評
価
結
果

　

平
成
18
年
度
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
全
助
成
事
業
８
３

４
事
業
に
つ
い
て
助
成
先
団
体
に
よ
る
自
己
評
価
を
行
う
と

と
も
に
、
評
価
部
会
及
び
機
構
事
務
局
に
お
い
て
、
全
助
成

事
業
の
約
12
％
に
当
た
る
１
０
１
事
業
を
対
象
と
し
た
ヒ
ア

リ
ン
グ
評
価
と
、
全
助
成
事
業
を
対
象
と
し
た
書
面
評
価
か

ら
成
る
総
合
評
価
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
基
本
的
に
は
、
助
成
先
団
体
に
よ
る
自
己
評

価
、
評
価
部
会
等
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
、
機
構
事
務
局

平
成
18
年
度
助
成
事
業
の
事
後
評
価
の
ま
と
め

５

一般分…119件　　 特別分…51件　　 地方分…563件　計…733件
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０
A B C D E 書　　面

総合評価

（％）

長寿社会福祉基金 ……41件 高齢者・障害者福祉基金 …280件
子育て支援基金 ……319件 障害者スポーツ支援基金 ……93件
計 ……………………733件

80
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40

30

20

10

０
A B C D E 書　　面

総合評価

（％）

図 2-1　書面評価結果（助成区分別）

図 2-2　書面評価結果（基金区分別）

（2件）
4.9％

（11件）
3.4％

（5件）
1.8％

（3件）
2.5％

（13件）
2.3％

（5件）
9.8％

（34件）
28.6％

（133件）
23.6％

（20件）
39.2％

（71件）
59.7％

（346件）
61.5％

（20件）
39.2％

（11件）
9.2％

（64件）
11.4％

（4件）
7.8％

（0件）

（7件）
1.2％

（2件）
3.9％

（3件）
3.2％

（14件）
34.1％

（85件）
26.6％（60件）

21.4％

（28件）
30.1％

（21件）
51.2％

（184件）
57.7％

（184件）
65.7％

（48件）
51.6％

（4件）
9.8％

（36件）
11.3％（27件）

9.6％

（12件）
12.9％

（0件）

（3件）
0.9％

（2件）
2.2％

（4件）
1.4％
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に
よ
る
書
面
評
価
を
通
じ
て
、
助
成
事
業
の
ほ
と
ん
ど
の
事

業
に
お
い
て
、
過
去
の
助
成
事
業
と
同
様
、
概
ね
当
初
の
事

業
計
画
に
沿
っ
た
事
業
の
実
施
、
事
業
目
標
の
達
成
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
助
成
先
団
体

に
よ
る
自
己
評
価
に
よ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
事
業
に
お
い
て
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
及
び
書
面
評
価
に
よ
れ
ば
、
お
お
よ
そ
80

％
か
ら
90
％
を
超
え
る
事
業
に
お
い
て
、
当
初
の
事
業
計
画

に
よ
り
見
込
ま
れ
た
水
準
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
上
回
る
水
準

の
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。

　

基
金
事
業
の
事
後
評
価
に
つ
い
て
は
、
本
格
的
な
事
後
評

価
を
実
施
し
て
５
年
目
と
な
り
、
評
価
の
進
め
方
に
つ
い
て

も
、
評
価
の
客
観
性
を
高
め
つ
つ
、
効
率
的
な
事
業
評
価
を

実
現
す
る
た
め
、
昨
年
度
よ
り
、
評
価
項
目
に
つ
い
て
ヒ
ア

リ
ン
グ
評
価
と
書
面
評
価
と
の
比
較
が
容
易
と
な
る
よ
う
自

己
評
価
書
様
式
、
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
表
の
見
直
し
を
行

い
、
事
業
評
価
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
の
結
果
か
ら
、
助
成

区
分
の
別
で
見
る
と
、
過
去
４
カ
年
同
様
、
全
体
的
な
評
価

と
し
て
「
一
般
分
」
に
比
べ
て
、「
特
別
分
」
及
び
「
地
方
分
」

の
事
業
が
や
や
高
く
評
価
さ
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
な
波
及
効
果
を
期
待
し
て
実
施
さ

れ
る
「
一
般
分
」
の
場
合
、
効
果
が
現
れ
る
ま
で
に
一
定
の

時
間
を
要
す
る
と
い
う
助
成
事
業
の
性
格
の
違
い
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
機
構
事
務
局
に
お
い
て
は
、

「
一
般
分
」
に
つ
い
て
も
、
試
行
的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調

査
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

書
面
評
価
の
結
果
か
ら
は
、「
計
画
・
目
的
の
達
成
度
」、「
費

用
対
効
果
」、「
今
後
の
事
業
展
開
」
の
３
項
目
の
評
価
項
目

に
お
い
て
も
、
助
成
区
分
を
問
わ
ず
ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
当

初
予
定
し
た
水
準
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
水
準
の
成
果
を

上
げ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
書
面
評
価
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
事
業
費
に
占

め
る
支
出
内
容
等
の
分
析
か
ら
は
、
助
成
金
以
外
の
収
入

を
計
上
し
て
い
る
事
業
の
割
合
は
、「
一
般
分
」
に
つ
い
て

は
、
平
成
17
年
度
助
成
事
業
の
94
％
か
ら
89
％
と
、「
特
別

分
」
に
つ
い
て
は
、前
年
度
の
95
％
か
ら
90
％
と
、「
地
方
分
」

に
つ
い
て
も
、
前
年
度
の
93
％
か
ら
89
％
と
全
て
の
助
成
区

分
に
お
い
て
減
少
に
転
じ
て
い
る
。

　

基
金
の
種
別
で
み
る
と
、ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
の
結
果
で
は
、

過
去
の
助
成
事
業
と
同
様
、「
長
寿
社
会
福
祉
基
金
」、「
高

齢
者
・
障
害
者
福
祉
基
金
」
及
び
「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
支
援

基
金
」
の
３
基
金
に
比
べ
て
、「
子
育
て
支
援
基
金
」
に
関

わ
る
事
業
が
や
や
高
い
評
価
が
見
ら
れ
た
が
、
書
面
評
価
に

お
い
て
は
４
基
金
で
大
き
な
相
違
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

⑵
事
業
評
価
に
基
づ
く
助
成
事
業
の
選
定
上
の
課
題

　

こ
れ
ま
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
の
結
果
等
に
加
え
て
、
そ

の
後
機
構
事
務
局
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
書
面
評
価
の
結
果
も

踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
の
助
成
事
業
の
審
査
・
選
定
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
事
項
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
、

こ
れ
を
通
じ
て
、
適
切
な
助
成
事
業
の
選
定
、
採
択
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
助
成
事
業
の
一
層
の
充
実
、
発
展
を
促
す

こ
と
と
し
た
。

ア
．「
一
般
分
」
助
成
に
つ
い
て

•
団
体
の
事
業
実
施
体
制
が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
と
と

も
に
、事
業
実
施
の
必
要
性
や
事
業
目
的
が
明
確
で
あ
り
、

新
し
い
取
組
み
や
新
し
い
展
開
等
、
事
業
達
成
の
手
法
に

優
れ
た
事
業
計
画
に
基
づ
く
事
業
で
あ
る
こ
と
や
、
助
成

金
を
有
効
活
用
す
る
観
点
か
ら
費
用
対
効
果
を
十
分
考
慮

し
た
事
業
で
あ
る
こ
と
。

•
全
国
的
な
団
体
と
し
て
の
組
織
力
や
専
門
性
を
活
か
し
て
事

業
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
他
の
団
体
等
と
連
携
し
て
活
動

範
囲
や
事
業
成
果
の
拡
大
に
取
り
組
む
事
業
で
あ
る
こ
と
。

•
事
業
を
企
画
、
運
営
等
す
る
た
め
に
設
置
し
た
委
員
会
に

つ
い
て
は
、
事
業
の
企
画
立
案
や
事
業
の
遂
行
を
円
滑
に

行
う
た
め
実
質
的
に
審
議
を
行
う
委
員
で
構
成
す
る
と
と

も
に
、
同
委
員
会
が
十
分
に
機
能
す
る
こ
と
に
よ
り
効
果

的
に
実
施
で
き
る
事
業
で
あ
る
こ
と
。

•
成
果
物
の
配
布
・
情
報
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
全
国
的
な

規
模
で
の
事
業
効
果
が
期
待
さ
れ
る
事
業
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
配
布
先
や
配
布
部
数
、
情
報
提
供
方
法
に
つ
い

て
十
分
留
意
し
た
事
業
で
あ
る
こ
と
。

•
事
業
終
了
後
に
お
い
て
も
、
成
果
物
の
活
用
、
普
及
に
取

り
組
み
、
効
果
検
証
に
努
め
る
事
業
で
あ
る
こ
と
。

イ
．「
特
別
分
」
助
成
に
つ
い
て

•
利
用
者
本
位
の
取
組
み
を
行
う
事
業
を
優
先
的
に
選
定
、

助
成
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
事
業
が
単
に
団
体
内
部
の

成
果
に
留
ま
ら
ず
、
地
域
の
高
齢
者
や
障
害
者
、
児
童
等

の
福
祉
の
向
上
に
結
び
つ
く
よ
う
充
分
考
慮
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

•
団
体
の
設
立
趣
旨
・
経
緯
、
活
動
実
績
、
組
織
体
制
等
か

ら
、
事
業
主
体
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
事
業

で
あ
る
こ
と
。

•
事
業
計
画
が
、
団
体
の
実
施
体
制
か
ら
見
て
実
現
可
能
と

考
え
ら
れ
る
事
業
で
あ
る
と
と
も
に
、
効
率
的
・
効
果
的

な
実
施
に
努
め
、
経
費
の
支
出
が
適
切
で
あ
る
事
業
で
あ

る
こ
と
。

•
事
業
の
実
施
、
展
開
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
を
効
果
的
・
継

平成18年度助成事業に関する事後評価について
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続
的
に
実
施
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
、
他
団
体
や
関
係

機
関
、
関
係
職
種
等
様
々
な
地
域
資
源
と
の
連
携
や
そ
の

活
用
を
図
っ
て
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
。

•
独
創
性
又
は
先
駆
性
の
み
な
ら
ず
、
成
果
の
普
遍
性
に
つ

い
て
も
さ
ら
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

ウ
．「
地
方
分
」
助
成
に
つ
い
て

•
利
用
者
本
位
の
取
組
み
や
、
地
域
に
根
ざ
し
た
き
め
細
か

な
事
業
を
優
先
的
に
選
定
、助
成
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

事
業
が
単
に
団
体
内
部
の
成
果
に
留
ま
ら
ず
、
地
域
の
高

齢
者
や
障
害
者
、
児
童
等
の
福
祉
の
向
上
に
結
び
つ
く
よ

う
充
分
考
慮
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

•
団
体
の
実
施
体
制
や
助
成
事
業
の
実
施
期
間
か
ら
実
現
可

能
な
事
業
で
あ
る
と
と
も
に
、
事
業
内
容
が
複
数
に
わ
た

る
場
合
に
は
、
相
互
に
つ
な
が
り
、
相
乗
効
果
の
あ
る
事

業
で
あ
る
こ
と
。

•
助
成
終
了
後
に
お
け
る
事
業
継
続
の
能
力
及
び
意
向
の
あ

る
事
業
で
あ
っ
て
、
事
業
実
施
に
よ
る
地
域
へ
の
波
及
効

果
が
期
待
で
き
る
事
業
で
あ
る
こ
と
。

•
助
成
後
の
事
業
の
展
開
や
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、
あ
ら

か
じ
め
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

⑴
平
成
21
年
度
募
集
要
領
等
の
策
定
に
当
た
っ
て
の
提
言

　

平
成
18
年
度
助
成
事
業
の
事
後
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
今

後
の
課
題
と
し
て
平
成
21
年
度
助
成
事
業
の
募
集
要
領
等
の

策
定
に
当
た
っ
て
、
助
成
申
請
書
類
等
の
あ
り
方
も
含
め
特

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
事
項
を
挙
げ
る
。

ア
．
事
業
目
的
の
明
確
化
等

イ
．
事
業
成
果
の
取
り
ま
と
め
及
び
公
表
、
普
及
の
あ
り
方

ウ
．
地
域
資
源
と
の
連
携
や
そ
の
活
用

エ
．
利
用
者
本
位
の
取
組
み

オ
．
助
成
事
業
の
固
定
化
回
避
に
つ
い
て

カ
．
助
成
団
体
の
事
務
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て

⑵
事
業
評
価
に
お
い
て
特
に
優
れ
た
事
業
と
認
め
ら
れ
た
事
業

　

平
成
18
年
度
助
成
事
業
の
う
ち
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
及
び

書
面
評
価
の
結
果
、
特
に
優
れ
た
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
た
37
事
業
を
評
価
部
会
委
員
の
推
薦
等
に
基
づ
い
て

選
出
し
、
報
告
書
の
中
で
と
り
あ
げ
た
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
発
信
が
、
助
成
事
業
に
取
り
組
む
団
体
の

励
み
に
な
る
と
と
も
に
、
民
間
の
創
意
工
夫
に
満
ち
た
多
種

多
様
な
福
祉
活
動
の
振
興
、
普
及
の
一
助
と
な
り
、
ひ
い
て

は
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
在
宅
福
祉
と
生
き
が
い
・
健
康
づ

く
り
、
子
育
て
支
援
、
障
害
者
の
社
会
参
加
等
が
大
い
に
促

進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

本
格
的
な
事
後
評
価
を
実
施
し
て
５
年
目
と
な
る
平
成
19

年
度
も
、
前
年
度
（
平
成
18
年
度
）
の
全
助
成
事
業
８
３
４

事
業
を
対
象
に
、
助
成
先
団
体
に
よ
る
自
己
評
価
、
評
価
部

会
及
び
機
構
事
務
局
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
並
び
に
機
構

事
務
局
に
よ
る
書
面
評
価
を
重
層
的
に
実
施
し
、
総
合
的
な

評
価
を
行
っ
た
。

　

今
年
度
に
お
い
て
も
重
点
助
成
分
野
及
び
新
し
い
活
動
関

連
の
優
先
的
に
採
択
し
た
助
成
事
業
等
を
中
心
に
事
後
評
価

を
行
っ
た
が
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
事
業
や
、
複
数
年
事
業
、

モ
デ
ル
事
業
な
ど
の
新
た
な
事
業
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
評

価
を
行
い
、
新
し
い
分
野
等
を
設
定
し
た
効
果
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
助
成
テ
ー
マ
の
妥
当
性
や
必
要
性
に
つ
い
て
検

証
を
行
う
な
ど
、
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
助
成
テ
ー
マ
を
検
討

す
る
上
で
参
考
と
な
る
よ
う
な
観
点
か
ら
の
事
業
評
価
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

平
成
19
年
度
は
、
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
第
一
期

中
期
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た
り
、
事
後
評
価
を
実
施
し
て

５
年
目
を
迎
え
た
。
基
金
事
業
及
び
事
後
評
価
事
業
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
に
お
い
て

も
良
好
な
評
価
を
得
て
い
る
。
平
成
20
年
度
か
ら
の
次
期
中

期
計
画
に
お
い
て
も
、
よ
り
効
率
的
な
評
価
の
実
施
や
、
評

価
の
質
の
向
上
、
評
価
の
重
点
化
、
評
価
結
果
の
効
果
的
な

公
表
・
周
知
な
ど
に
つ
い
て
、
目
標
設
定
さ
れ
る
見
込
み
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
十
分
に
視
野
に
入
れ
る
と

と
も
に
、
そ
れ
に
対
す
る
評
価
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

今
後
、
少
子
高
齢
社
会
が
さ
ら
に
進
展
し
、
国
民
の
ニ
ー

ズ
が
多
様
化
し
て
い
く
中
で
、
民
間
福
祉
活
動
を
支
援
す
る

と
い
う
本
基
金
の
役
割
は
一
層
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
平
成

18
年
度
は
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
、
障
害
者
自
立
支
援
法

の
施
行
な
ど
、
福
祉
を
と
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
た

年
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
機
構
に
お
い
て

は
、
本
基
金
の
特
性
を
活
か
し
、
事
後
評
価
の
成
果
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
常
に
助
成
の
仕
組
み
を
時
代
の
要
請
に
即
し

た
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
助
成
事
業
の
成
果
の
普
及
に
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
事
業
の
円

滑
な
実
施
を
支
援
す
る
た
め
、
助
成
先
団
体
に
対
し
て
適
切

な
助
言
等
を
行
う
事
務
局
体
制
の
整
備
と
、
団
体
、
機
構
事

務
局
双
方
の
事
務
の
簡
素
化
を
早
急
に
行
う
べ
き
で
あ
る
こ

と
を
最
後
に
指
摘
し
て
、
平
成
18
年
度
助
成
事
業
に
関
す
る

事
後
評
価
報
告
の
結
び
と
す
る
。

お
わ
り
に

７

平
成
21
年
度
助
成
事
業
の
実
施
に
向
け
て

６
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